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１１１１．．．．プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトにおけるにおけるにおけるにおけるCOBOL開発開発開発開発

� COBOLCOBOLCOBOLCOBOL開発開発開発開発のののの対象対象対象対象領域領域領域領域
– COBOL開発の主な対象領域は、ビジネス・アプリケーション

� COBOLCOBOLCOBOLCOBOLアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのののの実行環境実行環境実行環境実行環境
– System z, z/OSメインフレーム上で稼動する、COBOLアプリケーションが多い

� COBOLCOBOLCOBOLCOBOLアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのののの対象対象対象対象
– 主に基幹系システムの構築実施

� COBOLCOBOLCOBOLCOBOLアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのののの開発規模開発規模開発規模開発規模
– 基幹系システムが多いことから、大規模な開発が多い

� COBOLCOBOLCOBOLCOBOLアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのののの開発拠点開発拠点開発拠点開発拠点
– お客様先の国内開発サイトと、海外サイトを含む複数拠点に跨る開発実施

•:z/OS :z/OS :z/OS :z/OS 

•言語言語言語言語：：：：COBOLCOBOLCOBOLCOBOL

•ミドルミドルミドルミドルウェアウェアウェアウェア：：：：CICSCICSCICSCICSややややIMSIMSIMSIMS

•DBDBDBDB：：：：DB2DB2DB2DB2ややややIMS DBIMS DBIMS DBIMS DB

•:z/OS :z/OS :z/OS :z/OS 

•言語言語言語言語：：：：COBOLCOBOLCOBOLCOBOL

•ミドルミドルミドルミドルウェアウェアウェアウェア：：：：CICSCICSCICSCICSややややIMSIMSIMSIMS

•DBDBDBDB：：：：DB2DB2DB2DB2ややややIMS DBIMS DBIMS DBIMS DB

今今今今までまでまでまで担当担当担当担当したしたしたしたCOBOL開発開発開発開発プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの特徴特徴特徴特徴はははは以下以下以下以下のとおりですのとおりですのとおりですのとおりです。。。。
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２２２２．．．．最近最近最近最近ののののCOBOL開発開発開発開発プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの特徴特徴特徴特徴

� システムシステムシステムシステムのののの統合化統合化統合化統合化
– 企業間の業務提携や、合併などによる基幹システムの統合化開発

� 業務業務業務業務ととととITITITITシステムシステムシステムシステムのののの密接化密接化密接化密接化
– 業務とITシステムの関係がますます密接化することにより要件の複雑化

� 老朽化老朽化老朽化老朽化したしたしたした現行現行現行現行システムシステムシステムシステムのののの再構築再構築再構築再構築
– 現行システム上での普遍なビジネス・ロジックの継承維持

� システムシステムシステムシステム開発予算開発予算開発予算開発予算のののの圧縮圧縮圧縮圧縮
– 開発コスト削減の中で、システム開発の生産性向上が必須

� システムシステムシステムシステム化化化化のののの早期展開早期展開早期展開早期展開
– 業務側に対し出来るだけ早期にメリット享受ができるよう、短期間での開発

� 保守保守保守保守コストコストコストコストのののの削減削減削減削減
– 保守性を高めるための新しいアーキテクチャーの採用

� 複数拠点複数拠点複数拠点複数拠点によるによるによるによる分散開発分散開発分散開発分散開発
– 開発予算圧縮で、海外オフショア活用による分散開発環境の必要性

� バッチシステムバッチシステムバッチシステムバッチシステムををををオンラインオンラインオンラインオンライン化化化化
– サービス向上のため、バッチからオンライン化による再構築

COBOL開発開発開発開発プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの最近最近最近最近のののの傾向傾向傾向傾向としてはとしてはとしてはとしては以下以下以下以下のようなのようなのようなのような特徴特徴特徴特徴がありがありがありがあり、、、、
開発実施上開発実施上開発実施上開発実施上のののの複雑性複雑性複雑性複雑性がががが増増増増しししし、、、、様様様様々々々々なななな考慮考慮考慮考慮がががが必要必要必要必要となってきているととなってきているととなってきているととなってきていると考考考考えていますえていますえていますえています。。。。
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３３３３．．．．最近最近最近最近ののののCOBOLCOBOLCOBOLCOBOL開発開発開発開発プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの特徴特徴特徴特徴をををを満満満満たすためのたすためのたすためのたすための要求項目要求項目要求項目要求項目
開発実施上開発実施上開発実施上開発実施上のののの複雑性複雑性複雑性複雑性がががが増増増増しししし、、、、こうしたこうしたこうしたこうした状況状況状況状況のののの中中中中ででででCOBOL開発開発開発開発をををを実施実施実施実施するするするする上上上上でのでのでのでの要求項目要求項目要求項目要求項目をををを、、、、
下記下記下記下記のとおりのとおりのとおりのとおり整理整理整理整理してみましたしてみましたしてみましたしてみました。。。。

システムシステムシステムシステムのののの統合化統合化統合化統合化

業務業務業務業務ととととITITITITシステムシステムシステムシステムのののの密接化密接化密接化密接化

現行現行現行現行システムシステムシステムシステムのののの再構築再構築再構築再構築

システムシステムシステムシステム開発予算開発予算開発予算開発予算のののの圧縮圧縮圧縮圧縮

システムシステムシステムシステム化化化化のののの早期展開早期展開早期展開早期展開

ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求ととととシステムシステムシステムシステム要求要求要求要求のののの関連関連関連関連のののの明確化明確化明確化明確化とととと、、、、システムシステムシステムシステム化対象化対象化対象化対象
領域領域領域領域のののの明確化明確化明確化明確化

現行機能仕様現行機能仕様現行機能仕様現行機能仕様のののの正確正確正確正確なななな理解理解理解理解とととと、、、、ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・ロジックロジックロジックロジックのののの抽出抽出抽出抽出

システムシステムシステムシステム設計設計設計設計・・・・開発開発開発開発、、、、テストテストテストテストのののの生産性生産性生産性生産性とととと品質向上品質向上品質向上品質向上

設計情報設計情報設計情報設計情報ややややリソースリソースリソースリソース間間間間でのでのでのでの整合性確保整合性確保整合性確保整合性確保とととと、、、、要求項目要求項目要求項目要求項目とととと設計設計設計設計やややや
リソースリソースリソースリソース間間間間でのでのでのでの設計情報設計情報設計情報設計情報のののの継承維持継承維持継承維持継承維持

共通化共通化共通化共通化されたされたされたされた部品定義部品定義部品定義部品定義とととと再利用再利用再利用再利用のののの促進促進促進促進

保守保守保守保守コストコストコストコストのののの削減削減削減削減

複数拠点複数拠点複数拠点複数拠点によるによるによるによる分散開発分散開発分散開発分散開発

開発者開発者開発者開発者ののののスキルスキルスキルスキルのののの底上底上底上底上げとげとげとげと、、、、標準化標準化標準化標準化によるによるによるによるスキルスキルスキルスキルののののバラバラバラバラつきをつきをつきをつきを防止防止防止防止

標準化標準化標準化標準化をををを遵守遵守遵守遵守したしたしたした可読性可読性可読性可読性のののの高高高高いいいいプログラムプログラムプログラムプログラム開発開発開発開発とととと属人性属人性属人性属人性のののの排除排除排除排除

新新新新アーキテクチャーアーキテクチャーアーキテクチャーアーキテクチャーのののの採用採用採用採用によりによりによりにより、、、、設計設計設計設計・・・・開発対象開発対象開発対象開発対象リソースリソースリソースリソースのののの種類種類種類種類
増加増加増加増加にににに伴伴伴伴うううう、、、、リソースリソースリソースリソース管理強化管理強化管理強化管理強化

海外海外海外海外をををを含含含含むむむむ複数拠点複数拠点複数拠点複数拠点のののの並行開発実施可能並行開発実施可能並行開発実施可能並行開発実施可能なななな開発環境開発環境開発環境開発環境

COBOL開発の特徴COBOL開発の特徴 要求項目要求項目
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開発作業開発作業開発作業開発作業はははは手作業手作業手作業手作業がががが中心中心中心中心でででで変更等修正変更等修正変更等修正変更等修正がががが入入入入ったったったった場合等場合等場合等場合等のののの
作業効率作業効率作業効率作業効率がががが低下低下低下低下

開発作業開発作業開発作業開発作業はははは手作業手作業手作業手作業がががが中心中心中心中心でででで変更等修正変更等修正変更等修正変更等修正がががが入入入入ったったったった場合等場合等場合等場合等のののの
作業効率作業効率作業効率作業効率がががが低下低下低下低下

ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・ロジックロジックロジックロジックとしてとしてとしてとして管理管理管理管理がされていないためがされていないためがされていないためがされていないため切切切切りりりり出出出出しがしがしがしが困難困難困難困難
ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・ロジックロジックロジックロジックとしてとしてとしてとして管理管理管理管理がされていないためがされていないためがされていないためがされていないため切切切切りりりり出出出出しがしがしがしが困難困難困難困難

４４４４．．．．要求項目要求項目要求項目要求項目をををを実現実現実現実現するためのするためのするためのするための問題点問題点問題点問題点

要件要件要件要件がががが曖昧曖昧曖昧曖昧になるになるになるになる可能性可能性可能性可能性がありがありがありがありテストテストテストテスト時時時時におけるにおけるにおけるにおける手戻手戻手戻手戻りがりがりがりが懸念懸念懸念懸念
要件要件要件要件がががが曖昧曖昧曖昧曖昧になるになるになるになる可能性可能性可能性可能性がありがありがありがありテストテストテストテスト時時時時におけるにおけるにおけるにおける手戻手戻手戻手戻りがりがりがりが懸念懸念懸念懸念

現行仕様書現行仕様書現行仕様書現行仕様書がががが無無無無いいいい、、、、仕様書仕様書仕様書仕様書がががが古古古古いのでいのでいのでいので現行仕様現行仕様現行仕様現行仕様のののの理解理解理解理解がががが困難困難困難困難
現行仕様書現行仕様書現行仕様書現行仕様書がががが無無無無いいいい、、、、仕様書仕様書仕様書仕様書がががが古古古古いのでいのでいのでいので現行仕様現行仕様現行仕様現行仕様のののの理解理解理解理解がががが困難困難困難困難

標準化標準化標準化標準化がががが統一統一統一統一されていなくされていなくされていなくされていなく開発手順開発手順開発手順開発手順もももも曖昧曖昧曖昧曖昧のためのためのためのため、、、、記述記述記述記述ののののバラバラバラバラ
つきによるつきによるつきによるつきによる品質低下品質低下品質低下品質低下

標準化標準化標準化標準化がががが統一統一統一統一されていなくされていなくされていなくされていなく開発手順開発手順開発手順開発手順もももも曖昧曖昧曖昧曖昧のためのためのためのため、、、、記述記述記述記述ののののバラバラバラバラ
つきによるつきによるつきによるつきによる品質低下品質低下品質低下品質低下

ツールツールツールツール適用適用適用適用がががが部分的部分的部分的部分的なためなためなためなため設計設計設計設計・・・・開発作業開発作業開発作業開発作業のののの生産性低下生産性低下生産性低下生産性低下
ツールツールツールツール適用適用適用適用がががが部分的部分的部分的部分的なためなためなためなため設計設計設計設計・・・・開発作業開発作業開発作業開発作業のののの生産性低下生産性低下生産性低下生産性低下

仕様書仕様書仕様書仕様書ややややリソースリソースリソースリソースのののの一元管理一元管理一元管理一元管理ができていないためができていないためができていないためができていないため、、、、整合性維持整合性維持整合性維持整合性維持
がががが困難困難困難困難でででで品質低下品質低下品質低下品質低下

仕様書仕様書仕様書仕様書ややややリソースリソースリソースリソースのののの一元管理一元管理一元管理一元管理ができていないためができていないためができていないためができていないため、、、、整合性維持整合性維持整合性維持整合性維持
がががが困難困難困難困難でででで品質低下品質低下品質低下品質低下

影響分析影響分析影響分析影響分析ははははサーチサーチサーチサーチをををを利用利用利用利用していることによるしていることによるしていることによるしていることによる時間浪費時間浪費時間浪費時間浪費
影響分析影響分析影響分析影響分析ははははサーチサーチサーチサーチをををを利用利用利用利用していることによるしていることによるしていることによるしていることによる時間浪費時間浪費時間浪費時間浪費

開発対象開発対象開発対象開発対象ののののリソースリソースリソースリソースのののの種類種類種類種類がががが多多多多くくくく管理管理管理管理がががが困難困難困難困難
開発対象開発対象開発対象開発対象ののののリソースリソースリソースリソースのののの種類種類種類種類がががが多多多多くくくく管理管理管理管理がががが困難困難困難困難

開発環境開発環境開発環境開発環境のののの運用運用運用運用がががが困難困難困難困難
開発環境開発環境開発環境開発環境のののの運用運用運用運用がががが困難困難困難困難

ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求ととととシステムシステムシステムシステム要求要求要求要求のののの関連関連関連関連のののの明確化明確化明確化明確化とととと、、、、システシステシステシステ
ムムムム化対象領域化対象領域化対象領域化対象領域のののの明確化明確化明確化明確化

現行機能仕様現行機能仕様現行機能仕様現行機能仕様のののの正確正確正確正確なななな理解理解理解理解ととととビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・ロジックロジックロジックロジックのののの抽出抽出抽出抽出

システムシステムシステムシステム設計設計設計設計・・・・開発開発開発開発のののの生産性生産性生産性生産性とととと品質向上品質向上品質向上品質向上

設計情報設計情報設計情報設計情報ややややリソースリソースリソースリソース間間間間でのでのでのでの整合性確保整合性確保整合性確保整合性確保とととと、、、、要求項目要求項目要求項目要求項目とととと設設設設
計計計計ややややリソースリソースリソースリソース間間間間でのでのでのでの設計情報設計情報設計情報設計情報のののの継承維持継承維持継承維持継承維持

共通化共通化共通化共通化されたされたされたされた部品定義部品定義部品定義部品定義とととと再利用再利用再利用再利用のののの促進促進促進促進

開発者開発者開発者開発者ののののスキルスキルスキルスキルのののの底上底上底上底上げとげとげとげと、、、、標準化標準化標準化標準化によるによるによるによるスキルスキルスキルスキルののののバラバラバラバラ
つきをつきをつきをつきを防止防止防止防止

標準化標準化標準化標準化をををを遵守遵守遵守遵守したしたしたした可読性可読性可読性可読性のののの高高高高いいいいプログラムプログラムプログラムプログラム開発開発開発開発とととと属人性属人性属人性属人性
のののの排除排除排除排除

新新新新アーキテクチャーアーキテクチャーアーキテクチャーアーキテクチャーのののの採用採用採用採用によりによりによりにより、、、、設計設計設計設計・・・・開発対象開発対象開発対象開発対象リソーリソーリソーリソー
ススススのののの種類増加種類増加種類増加種類増加にににに伴伴伴伴うううう、、、、リソースリソースリソースリソース管理強化管理強化管理強化管理強化

海外海外海外海外をををを含含含含むむむむ複数拠点複数拠点複数拠点複数拠点のののの並行開発実施可能並行開発実施可能並行開発実施可能並行開発実施可能なななな開発環境開発環境開発環境開発環境

要求項目要求項目要求項目要求項目をををを満満満満たすたすたすたす上上上上でででで、、、、現実的現実的現実的現実的にににに下記下記下記下記のようなのようなのようなのような幾幾幾幾つかのつかのつかのつかの問題点問題点問題点問題点がががが出出出出てくるとてくるとてくるとてくると考考考考えていますえていますえていますえています。。。。

要求項目要求項目

要求項目を実現する上での問題点要求項目を実現する上での問題点
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•バグバグバグバグ発生時発生時発生時発生時のののの影響調影響調影響調影響調
査査査査にににに時間時間時間時間がかかるがかかるがかかるがかかる
•チームチームチームチーム間間間間のののの設計情報設計情報設計情報設計情報
のののの不整合不整合不整合不整合によるによるによるによる手戻手戻手戻手戻りりりり
工数工数工数工数のののの増大増大増大増大
•海外海外海外海外オフショアオフショアオフショアオフショア開発開発開発開発のののの
品質品質品質品質がががが悪悪悪悪いいいい

•バグバグバグバグ発生時発生時発生時発生時のののの影響調影響調影響調影響調
査査査査にににに時間時間時間時間がかかるがかかるがかかるがかかる
•チームチームチームチーム間間間間のののの設計情報設計情報設計情報設計情報
のののの不整合不整合不整合不整合によるによるによるによる手戻手戻手戻手戻りりりり
工数工数工数工数のののの増大増大増大増大
•海外海外海外海外オフショアオフショアオフショアオフショア開発開発開発開発のののの
品質品質品質品質がががが悪悪悪悪いいいい

•開発体制開発体制開発体制開発体制からからからから保守要員保守要員保守要員保守要員へへへへ
のののの引継引継引継引継ぎがうまくいかないぎがうまくいかないぎがうまくいかないぎがうまくいかない。。。。
•システムシステムシステムシステム障害時障害時障害時障害時のののの問題解問題解問題解問題解
析析析析にににに時間時間時間時間がかかるがかかるがかかるがかかる。。。。
•システムテストシステムテストシステムテストシステムテストでのでのでのでの非機非機非機非機
能要件対応能要件対応能要件対応能要件対応がががが不十分不十分不十分不十分でででで影影影影
響響響響がががが甚大甚大甚大甚大。。。。

•開発体制開発体制開発体制開発体制からからからから保守要員保守要員保守要員保守要員へへへへ
のののの引継引継引継引継ぎがうまくいかないぎがうまくいかないぎがうまくいかないぎがうまくいかない。。。。
•システムシステムシステムシステム障害時障害時障害時障害時のののの問題解問題解問題解問題解
析析析析にににに時間時間時間時間がかかるがかかるがかかるがかかる。。。。
•システムテストシステムテストシステムテストシステムテストでのでのでのでの非機非機非機非機
能要件対応能要件対応能要件対応能要件対応がががが不十分不十分不十分不十分でででで影影影影
響響響響がががが甚大甚大甚大甚大。。。。

•ビジネスビジネスビジネスビジネス要件要件要件要件とととと
システムシステムシステムシステム要件要件要件要件のののの
紐付紐付紐付紐付けがけがけがけが曖昧曖昧曖昧曖昧

•ビジネスビジネスビジネスビジネス要件要件要件要件とととと
システムシステムシステムシステム要件要件要件要件のののの
紐付紐付紐付紐付けがけがけがけが曖昧曖昧曖昧曖昧

•システムシステムシステムシステム要件要件要件要件とととと
設計情報設計情報設計情報設計情報のののの紐付紐付紐付紐付
けができていなけができていなけができていなけができていな
いいいい

•システムシステムシステムシステム要件要件要件要件とととと
設計情報設計情報設計情報設計情報のののの紐付紐付紐付紐付
けができていなけができていなけができていなけができていな
いいいい

•関連関連関連関連するするするする設計書間設計書間設計書間設計書間のののの
情報情報情報情報がががが不整合不整合不整合不整合
•設計情報設計情報設計情報設計情報のののの継承継承継承継承がでがでがでがで
きていないきていないきていないきていない
•標準化標準化標準化標準化のののの不遵守不遵守不遵守不遵守

•関連関連関連関連するするするする設計書間設計書間設計書間設計書間のののの
情報情報情報情報がががが不整合不整合不整合不整合
•設計情報設計情報設計情報設計情報のののの継承継承継承継承がでがでがでがで
きていないきていないきていないきていない
•標準化標準化標準化標準化のののの不遵守不遵守不遵守不遵守

•設計書設計書設計書設計書ととととプログラムプログラムプログラムプログラムのののの不整合不整合不整合不整合
•開発開発開発開発スキルスキルスキルスキルののののバラバラバラバラつきによるつきによるつきによるつきによる開開開開
発生産性発生産性発生産性発生産性のののの低下低下低下低下、、、、品質品質品質品質のののの低下低下低下低下、、、、
属人化属人化属人化属人化
•設計変更設計変更設計変更設計変更によるによるによるによる影響分析漏影響分析漏影響分析漏影響分析漏れれれれ
•テストケーステストケーステストケーステストケースののののカバレッジカバレッジカバレッジカバレッジ漏漏漏漏れれれれ

•設計書設計書設計書設計書ととととプログラムプログラムプログラムプログラムのののの不整合不整合不整合不整合
•開発開発開発開発スキルスキルスキルスキルののののバラバラバラバラつきによるつきによるつきによるつきによる開開開開
発生産性発生産性発生産性発生産性のののの低下低下低下低下、、、、品質品質品質品質のののの低下低下低下低下、、、、
属人化属人化属人化属人化
•設計変更設計変更設計変更設計変更によるによるによるによる影響分析漏影響分析漏影響分析漏影響分析漏れれれれ
•テストケーステストケーステストケーステストケースののののカバレッジカバレッジカバレッジカバレッジ漏漏漏漏れれれれ

５５５５．．．．開発工程全般開発工程全般開発工程全般開発工程全般からみたからみたからみたからみた問題点問題点問題点問題点

テストテストテストテスト開発開発開発開発・・・・単体単体単体単体テストテストテストテスト設計設計設計設計要件定義要件定義要件定義要件定義

要件定義要件定義要件定義要件定義
（（（（ビジネスビジネスビジネスビジネス要件要件要件要件））））

要件定義要件定義要件定義要件定義
（（（（システムシステムシステムシステム要件要件要件要件））））

基本設計基本設計基本設計基本設計

詳細設計詳細設計詳細設計詳細設計

開発開発開発開発・・・・単体単体単体単体テストテストテストテスト

統合統合統合統合テストテストテストテストa

統合統合統合統合テストテストテストテストb

システムテストシステムテストシステムテストシステムテスト

ユーザーユーザーユーザーユーザー受入受入受入受入れれれれ
テストテストテストテスト

要件定義要件定義要件定義要件定義からからからからテストテストテストテスト局面局面局面局面までのようにまでのようにまでのようにまでのように、、、、開発工程全般開発工程全般開発工程全般開発工程全般からからからから問題点問題点問題点問題点をををを捉捉捉捉えたえたえたえた場合場合場合場合、、、、
以下以下以下以下のようにのようにのようにのように考考考考えていますえていますえていますえています。。。。
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６６６６．．．．COBOLCOBOLCOBOLCOBOL保守保守保守保守現場現場現場現場でのでのでのでの問題点問題点問題点問題点

� 標準化標準化標準化標準化ガイドガイドガイドガイドはあるがはあるがはあるがはあるが徹底徹底徹底徹底できていないできていないできていないできていない。。。。

� 仕様書仕様書仕様書仕様書のののの記述記述記述記述レベルレベルレベルレベルがががが統一統一統一統一されていないされていないされていないされていない。。。。

� 仕様書仕様書仕様書仕様書がががが陳腐化陳腐化陳腐化陳腐化してしまっているかしてしまっているかしてしまっているかしてしまっているか、、、、仕様書仕様書仕様書仕様書
がないがないがないがない。。。。

� データデータデータデータ項目項目項目項目のののの一元管理一元管理一元管理一元管理ができていないができていないができていないができていない。。。。

� データデータデータデータ項目項目項目項目のののの異音同義異音同義異音同義異音同義やややや同音異義語同音異義語同音異義語同音異義語があるがあるがあるがある。。。。

� 開発開発開発開発ツールツールツールツールがががが使使使使いこなせないいこなせないいこなせないいこなせない。。。。

� 開発開発開発開発ツールツールツールツールがががが充実充実充実充実していないしていないしていないしていない。。。。

� 影響分析影響分析影響分析影響分析をををを実施実施実施実施するのにするのにするのにするのに時間時間時間時間がかかるがかかるがかかるがかかる。。。。

� 開発開発開発開発ややややテストテストテストテスト環境用環境用環境用環境用ののののホストリソースホストリソースホストリソースホストリソースがががが逼迫逼迫逼迫逼迫しししし
ているているているている。。。。

� 度重度重度重度重なるなるなるなる機能追加機能追加機能追加機能追加のののの結果結果結果結果としてとしてとしてとして、、、、システムシステムシステムシステムがががが
肥大化肥大化肥大化肥大化ししししシステムシステムシステムシステムのののの全体像全体像全体像全体像がががが理解理解理解理解できないできないできないできない。。。。

� ロジックロジックロジックロジックのののの意図意図意図意図がわからないがわからないがわからないがわからない（（（（設計思想設計思想設計思想設計思想がわがわがわがわ
からなくてっているからなくてっているからなくてっているからなくてっている）。）。）。）。

� システムシステムシステムシステム全体全体全体全体ののののフローフローフローフローがががが把握把握把握把握できていないできていないできていないできていない。。。。

� システムシステムシステムシステム毎毎毎毎ににににスキルスキルスキルスキルがががが属人化属人化属人化属人化していてしていてしていてしていて、、、、知識知識知識知識
のののの共有共有共有共有ができていないができていないができていないができていない。。。。

� 機能機能機能機能がががが部品化部品化部品化部品化されていないされていないされていないされていない。。。。

� 同同同同じじじじロジックロジックロジックロジックがががが複数複数複数複数プログラムプログラムプログラムプログラムにににに散在散在散在散在しししし重複重複重複重複しししし
てしまっていててしまっていててしまっていててしまっていて保守性保守性保守性保守性がががが悪悪悪悪いいいい。。。。

� 不要不要不要不要ロジックロジックロジックロジック（（（（デッドデッドデッドデッド・・・・コードコードコードコード））））がががが存在存在存在存在するするするする。。。。

� 文書文書文書文書ファイルファイルファイルファイルでででで大量大量大量大量にににに設計書設計書設計書設計書をををを作成作成作成作成したがしたがしたがしたが、、、、
設計情報間設計情報間設計情報間設計情報間のののの連携連携連携連携がないためにがないためにがないためにがないために保守保守保守保守がががが困難困難困難困難。。。。

COBOL保守現場保守現場保守現場保守現場からはからはからはからは、、、、以下以下以下以下のようなのようなのようなのような問題点問題点問題点問題点がががが掲掲掲掲げられていますげられていますげられていますげられています。。。。
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７７７７．．．．問題問題問題問題のののの傾向分析傾向分析傾向分析傾向分析とととと問題問題問題問題をををを解決解決解決解決するためのするためのするためのするためのキーワードキーワードキーワードキーワード
今今今今までまでまでまで列挙列挙列挙列挙したしたしたした問題問題問題問題のののの傾向傾向傾向傾向をまとめをまとめをまとめをまとめ、、、、問題解決問題解決問題解決問題解決ののののキーワードキーワードキーワードキーワードをををを以下以下以下以下のようにのようにのようにのように定義定義定義定義しましたしましたしましたしました。。。。

操作操作操作操作のののの統一性統一性統一性統一性ととととリソースリソースリソースリソース連携連携連携連携されたされたされたされた開発開発開発開発ツールツールツールツール

開発開発開発開発////テストテストテストテスト環境環境環境環境のののの増強増強増強増強かかかかメインフレームメインフレームメインフレームメインフレーム以外以外以外以外のののの
開発開発開発開発////テストテストテストテスト環境構築環境構築環境構築環境構築

影響分析影響分析影響分析影響分析のののの結果結果結果結果にににに対対対対するするするするリポジトリーリポジトリーリポジトリーリポジトリー化化化化

影響分析影響分析影響分析影響分析のののの機械化機械化機械化機械化

仕様書仕様書仕様書仕様書ややややリソースリソースリソースリソースのののの一元管理一元管理一元管理一元管理、、、、トレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティ
のののの確保確保確保確保

仕様書仕様書仕様書仕様書ややややリソースリソースリソースリソースのののの一元管理一元管理一元管理一元管理

共通共通共通共通ロジックロジックロジックロジックのののの部品化推進部品化推進部品化推進部品化推進とととと管理管理管理管理

テストテストテストテスト結果結果結果結果のののの可視化可視化可視化可視化ととととテストデータテストデータテストデータテストデータのののの管理管理管理管理

データデータデータデータ項目項目項目項目のののの一元管理一元管理一元管理一元管理ととととディクショナリーディクショナリーディクショナリーディクショナリー化化化化

開発開発開発開発プロセスプロセスプロセスプロセスのののの定義定義定義定義とととと扱扱扱扱いやすいいやすいいやすいいやすいツールツールツールツールのののの適用適用適用適用

現行現行現行現行リソースリソースリソースリソースのののの分析分析分析分析とととと現行現行現行現行リソースリソースリソースリソースからのからのからのからの仕様仕様仕様仕様
書作成書作成書作成書作成

標準化標準化標準化標準化をををを遵守遵守遵守遵守するためのするためのするためのするためのワークフローワークフローワークフローワークフローのののの確立確立確立確立

ビジネスビジネスビジネスビジネス要件要件要件要件ととととシステムシステムシステムシステム要件要件要件要件のののの紐付紐付紐付紐付けけけけ

•問題解決問題解決問題解決問題解決ののののキーワードキーワードキーワードキーワード

統合開発統合開発統合開発統合開発ツールツールツールツール

開発開発開発開発////テストテストテストテスト環境環境環境環境

影響分析影響分析影響分析影響分析

•整合性維持整合性維持整合性維持整合性維持
• トレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティ

リソースリソースリソースリソース一元一元一元一元管理管理管理管理

部品化部品化部品化部品化////共通化共通化共通化共通化

テストテストテストテスト管理管理管理管理

データデータデータデータ項目管理項目管理項目管理項目管理

スキルスキルスキルスキル平準化平準化平準化平準化

現行現行現行現行リソースリソースリソースリソース解析解析解析解析

標準化標準化標準化標準化

要件管理要件管理要件管理要件管理

•カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー

要件が曖昧で、不確実性が残る場合があり、テスト時における手
戻りが発生。

標準化ガイドはあっても徹底できていないことによる、作成物の粒
度のバラつきが発生し、品質確保が困難。

仕様書の陳腐化や仕様書が存在しないなどの影響による、現行機
能の理解に費やす時間が増大。

開発スキルのバラつきが生じ、プロジェクトの遅延や品質が低下。

データ項目の異音同義、同音異義語が発生することにより、システ
ムの保守性が低下。

テストケースのカバレッジ漏れ等によるテスト品質の低下。

同じロジックが複数プログラムに散在し、冗長化することで、開発、
テスト工数の増加と、保守性の低下。

新アーキテクチャーの採用による開発対象のリソースの種類が増
加し、リソース管理が困難。

仕様書とリソースの一元管理ができていないことにより、整合性維
持が困難となり、品質が低下。

バグ発生時や設計変更による影響分析漏れが発生し、テスト時に
手戻りが発生。

バグ発生時や設計変更による影響調査に時間がかかり、タイム
リーな対応が不可。

開発/テスト環境のホストリソースが逼迫し、開発/テスト時の運用
統制による開発生産性の低下。

ツール適用の部分的利用により、設計・開発作業の連続性が失わ
れ、生産性が低下する。

•問題問題問題問題のまとめのまとめのまとめのまとめ
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８８８８．．．．問題解決問題解決問題解決問題解決のためののためののためののための開発開発開発開発ツールツールツールツール群群群群
開発実施上開発実施上開発実施上開発実施上でのでのでのでの問題解決問題解決問題解決問題解決にはにはにはには、、、、ツールツールツールツール適用適用適用適用はははは必須必須必須必須とととと考考考考えますえますえますえます。。。。ただしただしただしただし、、、、ツールツールツールツール導入導入導入導入はははは問題解決問題解決問題解決問題解決のきっかけとのきっかけとのきっかけとのきっかけと
なりますがなりますがなりますがなりますが、、、、十分条件十分条件十分条件十分条件ではありませんではありませんではありませんではありません。。。。特特特特にににに大規模開発大規模開発大規模開発大規模開発のののの場合場合場合場合、、、、ツールツールツールツール使用使用使用使用のののの開発手順開発手順開発手順開発手順やややや適用設計適用設計適用設計適用設計がががが重要重要重要重要とととと
なりますなりますなりますなります。。。。またまたまたまた、、、、予算予算予算予算にににに応応応応じじじじ必要必要必要必要ななななツールツールツールツール選択選択選択選択をするのがをするのがをするのがをするのが現実的現実的現実的現実的ですですですです。。。。

操作操作操作操作のののの統一性統一性統一性統一性ととととリソースリソースリソースリソース連携連携連携連携されたされたされたされた開発開発開発開発ツールツールツールツール

開発開発開発開発////テストテストテストテスト環境環境環境環境のののの増強増強増強増強かかかかメインフレームメインフレームメインフレームメインフレーム以外以外以外以外のののの開開開開
発発発発////テストテストテストテスト環境構築環境構築環境構築環境構築

影響分析影響分析影響分析影響分析のののの結果結果結果結果にににに対対対対するするするするリポジトリーリポジトリーリポジトリーリポジトリー化化化化

影響分析影響分析影響分析影響分析のののの機械化機械化機械化機械化

仕様書仕様書仕様書仕様書ややややリソースリソースリソースリソースのののの一元管理一元管理一元管理一元管理、、、、トレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティのののの
確保確保確保確保

仕様書仕様書仕様書仕様書ややややリソースリソースリソースリソースのののの一元管理一元管理一元管理一元管理

共通共通共通共通ロジックロジックロジックロジックのののの部品化推進部品化推進部品化推進部品化推進とととと管理管理管理管理

テストテストテストテスト結果結果結果結果のののの可視化可視化可視化可視化ととととテストデータテストデータテストデータテストデータのののの管理管理管理管理

データデータデータデータ項目項目項目項目のののの一元管理一元管理一元管理一元管理ととととディクショナリーディクショナリーディクショナリーディクショナリー化化化化

開発開発開発開発プロセスプロセスプロセスプロセスのののの定義定義定義定義とととと扱扱扱扱いやすいいやすいいやすいいやすいツールツールツールツールのののの適用適用適用適用

現行現行現行現行リソースリソースリソースリソースのののの分析分析分析分析とととと現行現行現行現行リソースリソースリソースリソースからのからのからのからの仕様書仕様書仕様書仕様書
作成作成作成作成

標準化標準化標準化標準化をををを遵守遵守遵守遵守するためのするためのするためのするためのワークフローワークフローワークフローワークフローのののの確立確立確立確立

ビジネスビジネスビジネスビジネス要件要件要件要件ととととシステムシステムシステムシステム要件要件要件要件のののの紐付紐付紐付紐付けけけけ

問題解決問題解決問題解決問題解決ののののキーワードキーワードキーワードキーワード

統合開発統合開発統合開発統合開発ツールツールツールツール

開発開発開発開発////テストテストテストテスト環境環境環境環境

影響分析影響分析影響分析影響分析

•整合性維持整合性維持整合性維持整合性維持
•トレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティ

リソースリソースリソースリソース一元一元一元一元管理管理管理管理

部品化部品化部品化部品化////共通化共通化共通化共通化

テストテストテストテスト実施実施実施実施////管理管理管理管理

データデータデータデータ項目管理項目管理項目管理項目管理

スキルスキルスキルスキル平準化平準化平準化平準化

現行現行現行現行リソースリソースリソースリソース解析解析解析解析

標準化標準化標準化標準化

要件管理要件管理要件管理要件管理

カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー

設計/開発ツール

要件管理ツール

構成管理ツール

テスト・ツール

影響分析ツール

データ設計・管理ツール

開発・テスト環境

統合開発ツール

開発ツール群

開発ツールの選択と適用設計開発ツールの選択と適用設計
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９９９９．．．．COBOLCOBOLCOBOLCOBOL開発開発開発開発のためののためののためののための統合開発統合開発統合開発統合開発ツールツールツールツール環境環境環境環境ソリューションソリューションソリューションソリューション

開発開発開発開発・・・・テストテストテストテスト設計設計設計設計要件定義要件定義要件定義要件定義

現行リソース
分析

ビジネス要求
システム要求

コンポーネント要求

影響分析結果

要求管理

分析モデル
作成

分析モデル 物理モデル

処理機能記述
PGMインター
フェース定義

プログラム仕様書
作成

プログラム仕様書
モジュール構造図

ユースケース
作成

論理データモデル

ソース自動生成
共通部品、
COPY句作成

共通部品

ビジネス
プロセス作成

COBOLソース

概念データモデル

設計モデル
作成

ユースケース
モデル

ビジネス
プロセス・モデル

COPY句

単体テスト

テストケース
テストデータ

スタブ
ドライバー

テスト結果

物理データモデル DB実装

概念データ
モデル

論理データ
モデル

物理データ
モデル

DDLソース

データ辞書

影響分析

影響分析ツール

用語辞書

下記下記下記下記のようなのようなのようなのような開発環境開発環境開発環境開発環境ソリューションソリューションソリューションソリューションをををを構築構築構築構築することですることですることですることで、、、、COBOL開発開発開発開発のののの問題問題問題問題をををを軽減軽減軽減軽減することがすることがすることがすることが
出来出来出来出来るとるとるとると考考考考えていますえていますえていますえています。。。。

要件管理ツール

チーム開発、構成管理ツール

データ設計・管理ツール

統合開発ツール環境

リバース
プログラム
仕様書

設計/開発ツール

現行リソース解析、影響分析 統合開発ツール環境

要求管理 現行リソース解析、標準化、スキル平準化、部品化/
共通化、トレーサビリティ・設計情報の継承維持

リソース一元管理、ベースラ
イン管理、整合性維持

データ項目管理

テスト・ツール

開発・テスト環境

テスト結果の可視化、テスト
データ、テストシナリオの管理、
開発/テスト環境

設計情報の継承維持、トレーサビリティの確保
仕
様
書
間
の
整
合
性
維
持

データ管理
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１０１０１０１０．．．．COBOLCOBOLCOBOLCOBOL開発開発開発開発をををを実現実現実現実現するするするするIBMIBMIBMIBMのののの開発開発開発開発ツールツールツールツール

開発開発開発開発・・・・テストテストテストテスト設計設計設計設計要件定義要件定義要件定義要件定義

影響分析
（現行リソース）

ビジネス要求
システム要求

コンポーネント要求

影響分析結果

要求管理

分析モデル
作成

分析モデル 物理モデル

処理機能記述
PGMインター
フェース定義

プログラム仕様書
作成

プログラム仕様書
モジュール構造図

ユースケース
作成

論理データモデル

ソース自動生成
共通部品、
COPY句作成

共通部品
（マクロ）

ビジネス
プロセス作成

COBOLソース

概念データモデル

設計モデル
作成

ユースケース
モデル

ビジネス
プロセス・モデル

COPY句

単体テスト

テストケース
テストデータ

スタブ
ドライバー

テスト結果

物理データモデル DB実装

概念データ
モデル

論理データ
モデル

物理データ
モデル

DDLソース

データ辞書

影響分析

Rational Team Concert

Rational Asset Analyzer

Rational DOORS

InfoSphere Data Architect

用語辞書

データ管理

Rational Developer for System z 
HLL/WB

IBMのののの開発開発開発開発ツールマッピングツールマッピングツールマッピングツールマッピングするとするとするとすると下記下記下記下記のようになりのようになりのようになりのようになり、、、、開発開発開発開発ツールツールツールツール間間間間のののの連携連携連携連携をををを行行行行ったったったったツールツールツールツールのののの適用適用適用適用
設計設計設計設計とととと導入導入導入導入・・・・運用運用運用運用をををを行行行行うことでうことでうことでうことで、、、、COBOL開発開発開発開発のののの生産性生産性生産性生産性とととと品質向上品質向上品質向上品質向上にににに寄与寄与寄与寄与するとするとするとすると考考考考えていますえていますえていますえています。。。。

Rational Developer

for System z UT

Eclipse環境環境環境環境

データ管理ツール

テストツール

WebSphere Business Modeler

Rational Software Architect



© 2011 IBM Corporation13

１１１１１１１１．．．．開発工程開発工程開発工程開発工程とととと開発開発開発開発ツールツールツールツール

運用運用運用運用・・・・保守保守保守保守システムテストシステムテストシステムテストシステムテスト統合統合統合統合テストテストテストテスト開発開発開発開発・・・・単体単体単体単体テストテストテストテスト設計設計設計設計要件定義要件定義要件定義要件定義

ライフサイクルライフサイクルライフサイクルライフサイクル管理管理管理管理（（（（チームチームチームチーム開発環境開発環境開発環境開発環境、、、、バージョンバージョンバージョンバージョン・・・・構成管理構成管理構成管理構成管理、、、、プロセスプロセスプロセスプロセス、、、、ビルドビルドビルドビルド）））） RTC

現行資源現行資源現行資源現行資源のののの分析分析分析分析（（（（プログラムプログラムプログラムプログラム、、、、データベースデータベースデータベースデータベース、、、、オンラインオンラインオンラインオンライン、、、、バッチバッチバッチバッチ））））

データデータデータデータ設計設計設計設計（（（（データベースデータベースデータベースデータベース、、、、ファイルファイルファイルファイル））））

要求管理要求管理要求管理要求管理

ｺﾝﾎｺﾝﾎｺﾝﾎｺﾝﾎﾟ゚゚゚ｰﾈﾝﾄｰﾈﾝﾄｰﾈﾝﾄｰﾈﾝﾄ設計設計設計設計（（（（ﾓﾃﾓﾃﾓﾃﾓﾃﾞ゙゙゙ﾘﾝｸﾘﾝｸﾘﾝｸﾘﾝｸﾞ゙゙゙））））

仕様作成仕様作成仕様作成仕様作成・・・・コードコードコードコード生成生成生成生成

ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾛｸﾛｸﾛｸﾛｸﾞ゙゙゙ﾗﾑﾗﾑﾗﾑﾗﾑ編集編集編集編集・・・・ｺﾝﾊｺﾝﾊｺﾝﾊｺﾝﾊﾟ゚゚゚ｲﾙｲﾙｲﾙｲﾙ････ﾃﾃﾃﾃﾞ゙゙゙ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ｯｸｯｸｯｸｯｸﾞ゙゙゙

単体単体単体単体テストテストテストテスト実施実施実施実施

機能機能機能機能テストテストテストテスト作成作成作成作成・・・・実施実施実施実施

ﾊﾊﾊﾊﾟ゚゚゚ﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ作成作成作成作成・・・・実施実施実施実施

ﾊﾊﾊﾊﾟ゚゚゚ﾌｫｰﾏﾝｽﾌｫｰﾏﾝｽﾌｫｰﾏﾝｽﾌｫｰﾏﾝｽ････ﾁｭｰﾆﾝｸﾁｭｰﾆﾝｸﾁｭｰﾆﾝｸﾁｭｰﾆﾝｸﾞ゙゙゙

データベースデータベースデータベースデータベース、、、、ファイルファイルファイルファイル編集編集編集編集

障害診断障害診断障害診断障害診断

RAA

DOORS

RSA

IDA

HLLWB

RDz DT

RFT

DT

RPT

APA

FM

FA

RSA

テストテストテストテスト管理管理管理管理（（（（データデータデータデータ、、、、シナリオシナリオシナリオシナリオ、、、、メトリックスメトリックスメトリックスメトリックス））））RQM

RDz UT

開発工程開発工程開発工程開発工程とととと各局面毎各局面毎各局面毎各局面毎でのでのでのでの開発開発開発開発ツールツールツールツールのののの適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲はははは以下以下以下以下のようになりますのようになりますのようになりますのようになります。。。。すべてのすべてのすべてのすべての局面局面局面局面をををを
フルライフフルライフフルライフフルライフ・・・・サイクルサイクルサイクルサイクルでででで支援支援支援支援するするするする管理系管理系管理系管理系ツールツールツールツールをををを土台土台土台土台にしてにしてにしてにして、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの開発開発開発開発ツールツールツールツールがありますがありますがありますがあります。。。。
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Rational Functional Tester （RFT） / 
Rational Performance Tester （RPT）/ 
Rational Quality Manager （RQM）

ファンクション・リグレッションテスト（RFT）、ストレス・パフォーマンステスト
（RPT）を自動化（Eclipse対応）、またテスト・品質管理（RQM）の機能を提供
（Jazz対応）

テスト

Rational DOORS要求内容を、設計項目および他の要求とリンクさせ管理と追跡が可能。ま
た、RQM (Rational Quality Manager)と連携することで、テスト計画、テスト・
ケースとの紐づけが可能

要件管理

ホスト環境の開発・運用・保守局面で、生産性を向上させるためのデバッギ
ング、簡易なファイル操作・テストデータ生成、障害解析、パフォーマンス・
チューニングの機能などを提供する製品群

Eclipseの統合開発環境（IDE）を製品として提供

PC上のLinux環境でz/OSをエミュレートする機能を提供して、単体テストま
でを実施することが可能

進捗管理、変更管理、構成管理など開発支援機能を一つのツールで一元
化でき、チーム開発のための環境を提供する開発基盤（Jazz対応）

エンタープライズ・データモデリングから、データベース設計、及びデータ管
理機能を提供（Eclipse対応）

日本語マクロ開発、用語辞書機能により、日本語仕様書からCOBOLやPL/I
のソースを生成、或いはリバースが可能。また、コードカバレッジの機能もあ
り（Eclipse対応）

UMLによるモデリングから、JAVA, J2EE, Web Service, SOA, C/C++アプリ
ケーションのコード生成が可能（Eclipse対応）

既存アプリケーション資産の棚卸・可視化、及び変更に対する影響分析
（Eclipse対応）

機能

Problem Determination Tools （PD 
Tools） - Debug Tool (DT) / File Manager 
（FM） / Fault Analyzer (FA) / Application 
Performance Analyzer (APA) 

問題判別

Rational Developer for System z Unit 

Test Feature （RDz UT）
開発・テスト環境

InfoSphere Data Architect (IDA)

RDz HLL/WB Edition（用語辞書）
データ設計・管理

Rational Team Concert （RTC）チーム開発・構成管理

Rational Developer for System z （RDz）統合開発環境

Rational Developer for System z HLL/WB 

Edition （HLL/WB）
設計／開発

Rational Software Architect （RSA）設計（モデリング）

Rational Asset Analyzer （RAA）影響分析

製品名カテゴリー

１２１２１２１２．．．．開発開発開発開発ツールツールツールツール一覧一覧一覧一覧（（（（参考資料参考資料参考資料参考資料））））
開発開発開発開発ツールツールツールツール製品製品製品製品のののの名称名称名称名称とととと機能機能機能機能はははは下記下記下記下記のとおりですのとおりですのとおりですのとおりです。。。。
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COBOL以外の言語の
開発者にとっても、言
語に依存しない操作性
を実現する事で、スキ
ルの平準化と生産性向
上を促進できると考え
ます。

COBOL以外の言語の
開発者にとっても、言
語に依存しない操作性
を実現する事で、スキ
ルの平準化と生産性向
上を促進できると考え
ます。

＜＜＜＜ 既存既存既存既存ののののTSO/ISPFTSO/ISPFTSO/ISPFTSO/ISPF開発環境開発環境開発環境開発環境 ＞＞＞＞

１３１３１３１３．．．．開発開発開発開発ツールツールツールツールをををを利用利用利用利用したしたしたした感想感想感想感想
従来従来従来従来ののののコマンドコマンドコマンドコマンド実行実行実行実行をををを主体主体主体主体としたとしたとしたとしたTSO/ISPFとととと比較比較比較比較してしてしてして、、、、グラフィカルグラフィカルグラフィカルグラフィカルななななユーザーユーザーユーザーユーザー・・・・インターフェイスインターフェイスインターフェイスインターフェイス
をををを提供提供提供提供するするするするEclipseのののの共通基盤上共通基盤上共通基盤上共通基盤上でででで言語言語言語言語にににに依存依存依存依存しないしないしないしない開発環境開発環境開発環境開発環境をををを実現実現実現実現できできできでき、、、、日本語仕様書日本語仕様書日本語仕様書日本語仕様書からからからから
COBOLソースソースソースソース自動生成機能等自動生成機能等自動生成機能等自動生成機能等をををを利用利用利用利用することによりすることによりすることによりすることにより、、、、COBOL言語言語言語言語にににに精通精通精通精通していないしていないしていないしていない開発要員開発要員開発要員開発要員
でもでもでもでも、、、、生産性生産性生産性生産性やややや品質品質品質品質をををを維持維持維持維持しながらしながらしながらしながら開発開発開発開発がががが可能可能可能可能というというというという事事事事をををを実感実感実感実感していますしていますしていますしています。。。。

ナビゲーター領域

エディター領域

問題表示領域

命令文
テンプレート

①日本語仕様書の
編集

②COBOL
ソース生成

③COBOL構文検査

標準化チェック※1

＜＜＜＜ Eclipse Eclipse Eclipse Eclipse 開発環境開発環境開発環境開発環境 ＞＞＞＞

※1 補完ツール開発にて実現可能

Rational Developer for System z 

HLL/WB

�PC上で、日本語仕様書編集、COBOLソース自動生成とコ
ンパイル（構文検査）が可能なので生産性が向上。

�用語辞書と呼ばれるデータ・ディクショナリーと連携して、日
本語仕様書の開発が可能なので、品質が向上。

�メインフレームへのリモート接続による、ライブラリー編集、
JCLサブミット、実行、ジョブのモニター、分散デバッグなど
が、Eclipse上から実行可能なため、操作性が向上。

�PC上で、日本語仕様書編集、COBOLソース自動生成とコ
ンパイル（構文検査）が可能なので生産性が向上。

�用語辞書と呼ばれるデータ・ディクショナリーと連携して、日
本語仕様書の開発が可能なので、品質が向上。

�メインフレームへのリモート接続による、ライブラリー編集、
JCLサブミット、実行、ジョブのモニター、分散デバッグなど
が、Eclipse上から実行可能なため、操作性が向上。

④エラーメッセージ行表示。ダブ
ル・クリックでエラー箇所にジャン
プ

自動生成された
COBOLソース

※Rational Developer for System z HLL/WBについて：http://www.ibm.com/software/jp/rational/solutions/em/hllwb/
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•テスト対象ソースの送付
•コンパイル
•単体テスト環境

１４１４１４１４．．．．開発開発開発開発/テストテストテストテスト環境例環境例環境例環境例

RTC リポジトリー要求リポジトリー（DOORS） RDz UTサーバー

設計者 設計、開発者

•RSAを使用した設計
•RDzやHLL/WBを使用した開発
•ローカル構文チェック

開発者（テスター）
お客様IT、ユーザー

局面別テストツール

z/OS環境

チェックイン/
チェックアウト

ユーザ
受入テスト

サブシステム内統合テスト（ITa）
サブシステム間統合テスト（ITb）
システムテスト

•ビジネス要件
•要件情報

Unit Test Environment

x86 PC running Linux

Software Stack
z/OS COBOL CICS
PL/I IMS    C++

DB2/z     Assembler
WebSphere/z   Debug Tool

RDz Unit Test

RTC Agents

RDz

user

RDz

user

•RDz UT環境を使用した単体テスト

コンパイル/連携編集

ロードモジュール

要件定義要件定義要件定義要件定義、、、、設計設計設計設計からからからから開発開発開発開発、、、、テストテストテストテストまでまでまでまで実施実施実施実施したしたしたした場合場合場合場合のののの開発開発開発開発/テストテストテストテスト環境環境環境環境のののの構築例構築例構築例構築例ですですですです。。。。基本的基本的基本的基本的にににに、、、、メインメインメインメイン
フレームフレームフレームフレームののののCOBOL開発開発開発開発でもでもでもでも、、、、PCクライアントクライアントクライアントクライアント、、、、PCサーバーサーバーサーバーサーバーおよびおよびおよびおよびz/OS環境環境環境環境をををを組組組組みみみみ合合合合わせてわせてわせてわせて、、、、設計設計設計設計、、、、
開発開発開発開発およびおよびおよびおよびテストテストテストテストをををを実施実施実施実施しますしますしますします。。。。

テストライブラリー

本番ライブラリー

開発ライブラリー

PCサーバー環境

PCクライアント環境

※RTC (Rational Team Concert)について：http://www.ibm.com/software/jp/rational/products/scm/rtc/
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１５１５１５１５．．．．RDz UTをををを使用使用使用使用したしたしたした場合場合場合場合ののののテストテストテストテスト適用範囲例適用範囲例適用範囲例適用範囲例
RDz UT (Rational Developer for System z Unit Test Feature)ではではではでは、、、、z/OSががががPCサーバーサーバーサーバーサーバー上上上上でででで
エミュレーションエミュレーションエミュレーションエミュレーション可能可能可能可能となりとなりとなりとなり、、、、そのそのそのその上上上上ででででDB2ややややCICS等等等等ののののミドルウェアミドルウェアミドルウェアミドルウェアがががが稼動稼動稼動稼動できるのでできるのでできるのでできるので、、、、従来従来従来従来ののののPC環環環環
境境境境によるによるによるによるテストテストテストテストとととと比較比較比較比較してしてしてして、、、、テストテストテストテストのののの適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲がががが広広広広がるとがるとがるとがると考考考考えていますえていますえていますえています※※※※1。。。。

プログラム内ロジックのテスト

� ドライバー･スタブの作成

� 入力値の設定、出力値の確認

� パスカバレージ、テスト結果検証

プログラム･インターフェースのテスト

� ファイルIOの確認

� サブプログラムとリンク

サブシステム内のテスト

� ドライバーの作成

� データベースのアクセス

� CICSとのインターフェース

� バッチJOB単位の確認

システム･テスト

� シナリオ確認

� 非機能検証(パフォーマンス,障害対応）

サブシステム間のテスト

� Web-ホスト連携

� オン･バッチ連携

� JOBフローのテスト

PCクライ
アント上
でのテス
ト範囲

RDz UT
でのテス
ト範囲

メインフ
レームで
のテスト

範囲 メインフ
レームで
のテスト

範囲

単
体
テ
ス
ト

ITa

ITb

ST

※※※※1 : どのどのどのどの範囲範囲範囲範囲までまでまでまでRDz UT
上上上上ででででテストテストテストテストをををを行行行行うかはうかはうかはうかは、、、、テステステステス
トトトトでででで必要必要必要必要ななななソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアやややや
バージョンバージョンバージョンバージョン、、、、およびおよびおよびおよびテストテストテストテストのののの
定義定義定義定義によってによってによってによって決決決決めるめるめるめる必要必要必要必要がががが
ありますありますありますあります。。。。
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１６１６１６１６．．．．IBM Rationalののののエンタープライズエンタープライズエンタープライズエンタープライズ・・・・モダナイゼーションモダナイゼーションモダナイゼーションモダナイゼーション

� アプリケーション・ポートフォリオを再活性し、柔軟性柔軟性柔軟性柔軟性をををを改善改善改善改善

� 最新のスキルによりイノベーションを加速し、生産性生産性生産性生産性をををを向上向上向上向上

� 組織のサイロを橋渡しして、俊敏俊敏俊敏俊敏ななななビジネスビジネスビジネスビジネス対応対応対応対応

� アプリケーションのインフラを最適化し、設備投資設備投資設備投資設備投資をををを有効利用有効利用有効利用有効利用

開発開発開発開発チームチームチームチームをををを
結束結束結束結束

インフラインフラインフラインフラをををを
最適化最適化最適化最適化

レガシーレガシーレガシーレガシー
アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションをををを

活性化活性化活性化活性化

開発者開発者開発者開発者をををを
エンパワーエンパワーエンパワーエンパワー

生産性生産性生産性生産性のののの向上向上向上向上柔軟性柔軟性柔軟性柔軟性のののの改善改善改善改善
俊敏俊敏俊敏俊敏なななな

ビジネスビジネスビジネスビジネス対応対応対応対応
設備投資設備投資設備投資設備投資のののの
有効利用有効利用有効利用有効利用

開発現場開発現場開発現場開発現場がかかえるがかかえるがかかえるがかかえる様様様様々々々々なななな問題問題問題問題をををを解決解決解決解決するするするするヒントヒントヒントヒントがががが、、、、エンタープライズエンタープライズエンタープライズエンタープライズ・・・・モダナイゼーションモダナイゼーションモダナイゼーションモダナイゼーションにににに
あるとあるとあるとあると考考考考えていますえていますえていますえています。。。。
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１７．まとめ
本日本日本日本日ははははCOBOL開発開発開発開発プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト現場現場現場現場がががが抱抱抱抱えるえるえるえる様様様様々々々々なななな問題問題問題問題とととと、、、、それらのそれらのそれらのそれらの問題問題問題問題をををを解決解決解決解決するためのするためのするためのするためのヒントヒントヒントヒントをををを
述述述述べてきましたがべてきましたがべてきましたがべてきましたが、、、、このこのこのこの発表発表発表発表がががが皆様皆様皆様皆様のののの今後今後今後今後ののののCOBOL開発開発開発開発をををを実施実施実施実施するするするする上上上上でででで一助一助一助一助となればとなればとなればとなれば幸幸幸幸いですいですいですいです。。。。

基本的基本的基本的基本的にににに、、、、プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト活動活動活動活動のののの主体主体主体主体はははは人人人人でありでありでありであり、、、、人人人人がががが考考考考えたものがえたものがえたものがえたものがシステムシステムシステムシステム仕様仕様仕様仕様となりとなりとなりとなりシステムシステムシステムシステム稼動稼動稼動稼動とととと
つながりますつながりますつながりますつながります。。。。ツールツールツールツールはははは、、、、人人人人がががが開発開発開発開発をををを行行行行うためのうためのうためのうための道具道具道具道具でありでありでありであり手段手段手段手段なのでなのでなのでなので、、、、設計設計設計設計・・・・開発開発開発開発をををを行行行行うううう前前前前ににににツールツールツールツール
をどのようにをどのようにをどのようにをどのように適用適用適用適用するかするかするかするか、、、、どのようにどのようにどのようにどのように運用運用運用運用していくのかのしていくのかのしていくのかのしていくのかのアセスアセスアセスアセスをををを十分十分十分十分にににに行行行行いいいい、、、、標準化標準化標準化標準化することがすることがすることがすることが重要重要重要重要とととと
思思思思いますいますいますいます。。。。下記下記下記下記ににににキーポイントキーポイントキーポイントキーポイントをまとめますをまとめますをまとめますをまとめます。。。。

� 大規模開発大規模開発大規模開発大規模開発ではではではではツールツールツールツールをををを活用活用活用活用するするするする
–開発効率開発効率開発効率開発効率よくよくよくよく、、、、品質品質品質品質よくよくよくよく開発開発開発開発をををを実施実施実施実施するためにはするためにはするためにはするためには、、、、ツールツールツールツール導入導入導入導入はははは必須必須必須必須

� ツールツールツールツール活用活用活用活用にはにはにはには以下以下以下以下のののの適用設計適用設計適用設計適用設計、、、、標準化標準化標準化標準化ががががポイントポイントポイントポイント
–プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト体制体制体制体制、、、、ロールロールロールロール・・・・役割役割役割役割にににに応応応応じたじたじたじた開発手順開発手順開発手順開発手順
–開発手順開発手順開発手順開発手順にににに適合適合適合適合したしたしたしたツールツールツールツールのののの適用設計適用設計適用設計適用設計
–ツールツールツールツールによるによるによるによる作成物作成物作成物作成物とととと、、、、ツールツールツールツール以外以外以外以外のののの作成物作成物作成物作成物とのとのとのとの整合性確保整合性確保整合性確保整合性確保
–開発環境開発環境開発環境開発環境におけるにおけるにおけるにおける障害発生時障害発生時障害発生時障害発生時のののの運用設計運用設計運用設計運用設計（（（（シンプルシンプルシンプルシンプルなななな開発環境構築開発環境構築開発環境構築開発環境構築））））

� 過去事例過去事例過去事例過去事例のののの調査調査調査調査ととととツールツールツールツール有識者有識者有識者有識者へのへのへのへのヒヤリングヒヤリングヒヤリングヒヤリング
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ワークショップ、セッション、および資料は、IBMまたはセッション発表者によって準備され、それぞれ独自の見解を反映したものです。それらは情報提供の目的の

みで提供されており、いかなる参加者に対しても法律的またはその他の指導や助言を意図したものではなく、またそのような結果を生むものでもありません。
本プレゼンテーションに含まれている情報については、完全性と正確性を帰するよう努力しましたが、「現状のまま」提供され、明示または暗示にかかわらずい
かなる保証も伴わないものとします。本プレゼンテーションまたはその他の資料の使用によって、あるいはその他の関連によって、いかなる損害が生じた場合
も、IBMは責任を負わないものとします。 本プレゼンテーションに含まれている内容は、IBMまたはそのサプライヤーやライセンス交付者からいかなる保証ま
たは表明を引きだすことを意図したものでも、IBMソフトウェアの使用を規定する適用ライセンス契約の条項を変更することを意図したものでもなく、またそのよ

うな結果を生むものでもありません。

本プレゼンテーションでIBM製品、プログラム、またはサービスに言及していても、IBMが営業活動を行っているすべての国でそれらが使用可能であることを暗示
するものではありません。本プレゼンテーションで言及している製品リリース日付や製品機能は、市場機会またはその他の要因に基づいてIBM独自の決定権

をもっていつでも変更できるものとし、いかなる方法においても将来の製品または機能が使用可能になると確約することを意図したものではありません。本資
料に含まれている内容は、参加者が開始する活動によって特定の販売、売上高の向上、またはその他の結果が生じると述べる、または暗示することを意図し
たものでも、またそのような結果を生むものでもありません。

パフォーマンスは、管理された環境において標準的なIBMベンチマークを使用した測定と予測に基づいています。ユーザーが経験する実際のスループットやパ

フォーマンスは、ユーザーのジョブ・ストリームにおけるマルチプログラミングの量、入出力構成、ストレージ構成、および処理されるワークロードなどの考慮事
項を含む、数多くの要因に応じて変化します。したがって、個々のユーザーがここで述べられているものと同様の結果を得られると確約するものではありませ
ん。

記述されているすべてのお客様事例は、それらのお客様がどのようにIBM製品を使用したか、またそれらのお客様が達成した結果の実例として示されたものです。

実際の環境コストおよびパフォーマンス特性は、お客様ごとに異なる場合があります。

IBM、IBM ロゴ、ibm.com、Rationalおよび DOORS.Infosphere,Jazz, Rational Team Concert, System z, z/OS は世界の多くの国で登録されたInternational 

Business Machines Corporationの商標です。

Javaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標。
Microsoft, Windows, Windows NT および Windowsロゴは Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標。
Linuxはははは、、、、Linus Torvaldsのののの米国米国米国米国およびそのおよびそのおよびそのおよびその他他他他のののの国国国国におけるにおけるにおけるにおける商標商標商標商標。。。。

他の製品名およびサービス名等は、それぞれIBMまたは各社の商標である場合があります。
現時点での IBM の商標リストについては、www.ibm.com/legal/copytrade.shtmlをご覧ください。
他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標。
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